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（第１２週） 　（調査医療機関8か所の総患者数）
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＊竹田市感染症情報（竹田市独自集計）＊

【新しい

インフルエンザが増加しました
今週の報告数は39人となり、先週の22人から増加しました。型別は、A型:9名、B型:26名、不明:4名となり、幼児から学童期ではA型と
B型の報告が混在しています。豊肥管内の定点あたりの報告数は5.20人と、先週の5.40人と比較して、ほぼ横ばいです。型別は、A型︓
35％、B型:58％、不明:7％となっています。大分県全体の定点あたり報告数は10.19人となり、先週の12.09人から減少しました。
引き続き、手洗い、咳エチケット、換気などの基本の感染対策を行い、感染拡大を防ぎましょう。

A群溶血性レンサ球菌咽頭炎の報告がありました
A群溶血性レンサ球菌咽頭炎は、突然の発熱、のどが赤くなり強い痛みを伴う、舌が赤くなりぶつぶつする（苺舌）などが主な症状です。ま
れに合併症が起こることがありますので、症状がある場合は早めに医療機関を受診し、抗菌薬が処方された場合は、指示通り最後まで内服し
ましょう。

麻しんの報告が国内で増えています
国内での麻しん（はしか）報告数が急増しています。2026年第11週（3/9〜3/15）で前年同時期の約4倍となる139名に達しました。
学校および不特定多数が集まる施設等での集団感染も報告されています。なお、令和8年3月23日時点で、大分県での報告はありません。
麻しんはとても感染力が強く、空気感染、飛沫感染、接触感染で広がります。麻しんに対する最も有効な予防法は、あらかじめ予防接種で
免疫を獲得しておくことです。定期予防接種（第1期︓1歳児、第2期︓小学校入学前の1年間）を受けましょう。予防接種を2回受けてい
ない、接種歴が不明、麻しんの抗体検査の結果で免疫がないことが判明した方は、予防接種をご検討ください。
また、海外旅行中に感染した報告もありますので、渡航前に予防接種が必要か確認しましょう。
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2025-2026年 竹田地域
インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症推移
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基 本 的 な 感 染 対 策
大分県豊肥保健所 作成



日本国内の麻しん累計報告数の推移
出典：国立健康危機管理研究機構 感染症情報提供サ

2026年第11週 139人


